
授業を複数教室に配信することで教室の「3密改善」に取り組みませんか？
Visionary Solutionsで授業を簡単に配信することができます。

NO !3密

授業配信システムのご提案

生徒を複数の教室に分けて
3密を避けた授業をしたい1

必要最低限の機材で授業を
簡単に配信したい2

空いている教室を利用し
授業を配信したい3

Visionary SolutionsのE4100エンコーダー/D4100デコーダーを使用すれば、HDMIの
授業映像と音声をリアルタイムで複数の教室へ分配することができます。
Cat5ケーブル1本の配線で、4K高画質・高音質な講義を配信可能です。映像/音声をIP化
して伝送しているためシステムの拡張性が高く、最小限の機材追加で制限なく拡張が
可能に。配信する教室のパターンも自在に変更することができます。

E4100/D4100で教室間の配信システムを簡単構築

◎ 従来の配信システムよりも圧倒的な低コスト
◎ 4K対応の高品質な映像を配信
◎ 遅延も少なくリアルタイムな運用が可能
◎ 付属の無料ソフトウェアで簡単操作
　 入力した映像を配信先にドラッグ&ドロップするだけ！
◎ 映像の配信元、配信先の増設も簡単かつ低コスト
◎ 配線は LANケーブル一本のみ

主なメリット
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教室Aの「音声・映像」を教室Bと教室Cへリアルタイムに配信

運営例

教室Aの「音声・映像」を教室Dへ、教室Bの「音声・映像」を教室Cへリアルタイムに配信

システム例

◎ 複数の音声・映像を別々の教室に配信。構築の仕様によっては片方向だけでなく双方向も実現可能
※音声をディスプレイ内臓のスピーカーや教室のスピーカーから拡声

◎ 生徒を複数教室に分けて3密回避
※マイク・カメラ・ディスプレイ・構内LAN配線が別途必要です。 教室B

プロジェクタ

教室C
モニター

接続は3ステップ
❶ E4100 エンコーダーと撮影カメラを接続
❷ D4100 デコーダーとプロジェクタやモニターに接続
❸ 運用PCからソフトウェアで配信する教室を選択し配信開始

教室A

リアルタイム配信

リアルタイム配信

マイク音声は既存設備を流用
もしくはマイクを新規で用意

必要な機材は3つ
❶ E4100 エンコーダー
　 映像を入力する機器
❷ D4100 デコーダー
　 映像をディスプレイに出力する機器
❸ スイッチングハブ
    エンコーダーやデコーダーを通信させる機器
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